
スポーツの雑学

舩冨公二

Ⅰ「アマチュア」

（ １ ） エ リ ス 少 年 伝 説 の 真 偽  

ラ グ ビ ー 界 に は 、 ラ グ ビ ー の 発 祥 に 関 わ る 伝 説 が あ り 、 今 も 語 り

継 が れ て い る 。  

イ ギ リ ス の 名 門 パ ブ リ ッ ク ・ ス ク ー ル ＝ 「 ラ グ ビ ー ・ ス ク ー ル 」

の グ ラ ウ ン ド の 壁 に は  

『 こ の 銘 板 は 、1823 年 に 、当 時 行 わ れ て い た フ ッ ト ボ ー ル の ル ー ル

を 見 事 に 無 視 し て ボ ー ル を 両 腕 に 抱 え て 走 り 出 し 、 そ れ に よ っ て ラ

グ ビ ー の 際 だ っ た 特 徴 を 創 出 し た W・ W・エ リ ス の 功 績 を 称 え る も の

で あ る 。』 と 、 記 さ れ て い る 。  

 し か し 、最 初 に ボ ー ル を 持 っ て 走 っ た（ ラ ン ニ ン グ イ ン ）の は「 エ

リ ス 少 年 」と い う 確 証 は な い 。ラ グ ビ ー・ス ク ー ル の 同 窓 会 が 1895

年 に 調 査 委 員 会 を 立 ち 上 げ 、 懸 命 な 調 査 を 続 け た が 確 た る 証 拠 は 得

ら れ な か っ た 。に も 関 わ ら ず 、1900 年 に ラ グ ビ ー・ス ク ー ル 同 窓 会

の 手 で こ の 銘 板 が 埋 め 込 ま れ た 。  

 調 査 委 員 会 を 立 ち 上 げ た 1895 年 は 、「 プ ロ 化 容 認 問 題 」を 巡 っ て 、

RFU(ラ グ ビ ー フ ッ ト ボ ー ル ユ ニ オ ン )が 分 裂 し た 年 な の で あ る 。  

（ ２ ）「 プ ロ 化 の 波 」  

FA（ ﾌｯﾄ ﾎﾞ ｰﾙ ･ｱ ｿｼ ｴｰ ｼ ｮﾝ）も RFU（ ﾗｸﾞﾋ ﾞｰ ･ ﾌｯﾄ ﾎﾞ ｰﾙ ･ﾕ ﾆｵ ﾝ）も 幹 部 は 、

創 立 直 後 か ら 、予 想 も し て い な か っ た「 プ ロ 化 」の 流 れ に 遭 遇 す る 。  

 パ ブ リ ッ ク ･ス ク ー ル な ど の 名 門 ス ク ー ル の 卒 業 生 を 中 心 と し た

ジ ェ ン ト リ －（ 中・上 流 層 ）が 主 体 の 両 組 織 の 幹 部 は 、当 初 、「 プ ロ

化 」 の 要 求 に 反 対 す る 。 し か し 、 イ ン グ ラ ン ド 中 ・ 北 部 に 誕 生 し た

教 会 信 者 や 労 働 者 で 組 織 さ れ た チ ー ム 数 は ジ ェ ン ト リ － ら の 数 を 遥

に 凌 駕 す る ま で に な り 、 彼 ら は 「 プ ロ 化 」 へ の 要 求 を 日 増 し に 強 く

す る 。  

ジ ェ ン ト リ － ： 債 券 利 息 や 地 代 を 収 入 源 と す る 特 権 階 級 。 ス ポ ー ツ

は 豊 か な 生 活 を 謳 歌 す る 手 段 。  

教 会 信 者 ・ 労 働 者 ： 労 働 に よ っ て 生 る 糧 を 稼 ぐ の が 日 々 の 生 活 。  

試 合 当 日 の 日 当 や 負 傷 時 の 生 活 保 障 を チ ー ム に 要 求 。  



チ ー ム は 有 料 で 観 客 を 集 め る 。   

「 プ ロ 化 」 の 流 れ に 対 し  

FA は 組 織 の 分 裂 を 避 け る こ と を 優 先 し て 1885 年 に プ ロ 化 を 容 認 す

る 。  

RFU は 反 対 を 貫 き 、 1895 年 の 分 裂 を 迎 え る 。    

（ ３ ） プ ロ 化 の 進 行 に 抗 う 「 フ ェ ア プ レ ー 」  

 F A 式 フ ッ ト ボ ー ル で は 、1880 年 代 は プ ロ 化 が 進 行 し て い た が 、時

流 に 逆 ら う よ う に パ ブ リ ッ ク ・ ス ク ー ル の 卒 業 生 が 中 心 に な っ て 結

成 し た 「 コ リ ン シ ア ン ・ カ ジ ュ ア ル ズ 」 と い う ア マ チ ュ ア の 強 豪 ク

ラ ブ で は ､｢自 分 た ち が 反 則 を 犯 し て 相 手 チ ー ム に ペ ナ ル テ ィ ・ キ ッ

ク を 与 え る と 、 あ え て ゴ ー ル キ ー パ ー を は ず し て ゴ ー ル を が ら 空 き

に し ｣た 。  

「 犯 し た 反 則 の 結 果 を 潔 く 受 け 入 れ ず に 、 ゴ ー ル キ ー パ ー を 使 っ て

相 手 の 得 点 を 防 ご う と す る の は フ ェ ア で な い 」 か ら 、 と い う の が そ

の 理 由 で あ っ た 。  

 19 世 紀 の イ ン グ ラ ン ド で は ､｢ア マ チ ュ ア ｣と い う 言 葉 は 、 金 銭 を

も ら っ て ス ポ ー ツ を す る の で は な い 人 だ け で な く 、 ス ポ ー ツ を 楽 し

む 中 ・ 上 流 の ジ ェ ン ト ル マ ン を 意 味 し て い た 。 さ ら に 、 ア マ チ ュ ア

は フ ェ ア プ レ ー を 大 切 に す る 人 で あ り 、 フ ェ ア プ レ ー と い う の は 、

競 技 の ル ー ル を 守 る と い う 当 た り 前 の こ と 以 上 に 大 事 な の は ど ん な

場 合 で も 相 手 と 対 等 の 立 場 で ゲ ー ム を す る と い う こ と で あ っ た 。 し

た が っ て 、 明 ら か に 有 利 な 立 場 に 立 っ て 相 手 を 出 し 抜 く の は フ ェ ア

プ レ ー が も っ と も 嫌 う こ と で あ っ た 。  

FA 幹 部 は「 プ ロ 化 」を 容 認 し た も の の 、ス ポ ー ツ の ア マ チ ュ ア イ

ズ ム と フ ェ ア プ レ ー を 吹 聴 し 続 け た の で あ る 。  

Ⅱジェントリーの支配

（ １ ）  ジ ェ ン ト リ ー の イ ギ リ ス 支 配

「 近 代 の イ ギ リ ス 議 会 を 支 配 し 続 け た の は ジ ェ ン ト リ ー 階 級 で あ

る 。」 と 言 わ れ て い る 。

ジ ェ ン ト リ ー と は 、も と も と は 、15～ 16 世 紀 以 来 の イ ン グ ラ ン ド

の 大 地 主 の こ と で 郷 紳 と も 呼 ば れ 、 元 来 は ジ ェ ン ト ル マ ン の 集 合 名

詞 で 、 貴 族 と ヨ ー マ ン （ 中 産 農 民 ・ 自 営 農 民 ） の 中 間 に 位 置 し た 階



層 で あ っ た 。 し か し 、 バ ラ 戦 争 （ 英 仏 戦 争 ） や 黒 死 病 に よ っ て 激 減

し た 貴 族 を 補 填 し 、 地 主 ・ 貴 族 階 級 を 形 成 し て イ ン グ ラ ン ド 政 界 に

君 臨 す る よ う に な る 。  

世 界 に 先 駆 け て 1７ ・ 8 世 紀 に は 商 業 革 命 を 達 成 し た イ ギ リ ス 資

本 主 義 社 会 を 支 配 し て き た の が 封 建 勢 力 ！ な の で あ る 。  

中 村 敏 雄 氏 も 高 津 勝 氏 （ 運 動 文 化 研 究 ３ ５ ） も サ ッ カ ー 、 ラ グ ビ

ー の 成 立 史 を 論 じ る と き 、 当 時 の イ ギ リ ス 社 会 の 政 治 ・ 経 済 史 の 吟

味 を 怠 り 、資 本 主 義 社 会 ＝ ブ ル ジ ョ ア ジ ー 主 導 と 捉 え 、パ ブ リ ッ ク・

ス ク ー ル を ブ ル ジ ョ ア ジ ー の 師 弟 の 学 校 と 捉 え て い る 。  

（ ２ ） フ ラ ン ス と イ ギ リ ス の 相 違

 フ ラ ン ス は 、 年 か ら 年 の ブ ル ジ ョ ア 革 命 に よ っ て 封 建 的

な 残 存 物 の 一 掃 が な さ れ た 。 旧 支 配 者 （ 宗 教 家 ・ 君 主 ・ 貴 族 ） と 新

興 ブ ル ジ ョ ア ジ ー と の 決 定 的 な 対 立 が 資 本 主 義 革 命 を 完 遂 さ せ た と

言 え る 。

 し か し 、 イ ギ リ ス （ 連 邦 ） に は 今 も 王 室 が 存 在 し 、 ジ ェ ン ト リ ー

は 世 紀 末 ま で 議 会 政 治 の 中 枢 を な し て き た の は 何 故 か ？ そ れ は 、

① 世 紀 の 名 誉 革 命（ 無 血 革 命 ）に よ っ て 、国 王 が「 権 利 の 章 典 」

を 承 認 し ＝「 国 王 は 、君 臨 す れ ど 統 治 せ ず 。」と な り 、イ ギ リ ス 議 会

が 政 治 の 中 枢 を 握 っ た こ と 。

 ② 議 会 政 治 は 、 貴 族 家 の 激 減 に よ っ て 、 ジ ェ ン ト リ ー 階 層 が 担 っ

て き た こ と 。（ ジ ェ ン ト リ ー は 貴 族 の よ う に 固 定 身 分 で な く 、市 民 層

で も 冨 を 蓄 え 没 落 地 主 の 土 地 を 購 入 し て ジ ェ ン ト リ ー に 成 り 上 が る

こ と が で き た こ と（ ＝ ジ ェ ン ト リ ー の ブ ル ジ ョ ア ジ ー 取 り 込 み 作 戦 ）。

 ③ 植 民 地 か ら の 膨 大 な 利 益 は 、 新 旧 勢 力 間 で 分 配 で き た こ と 。

 ④ 幾 度 も の 新 旧 勢 力 の 対 立 も ジ ェ ン ト リ ー 側 の 譲 歩 で 矛 盾 を 激 化

さ せ な か っ た 。（ 譲 歩 す る こ と が で き た 。） か ら で あ る 。

（ ３ ） 植 民 地 と の 交 易 の イ ギ リ ス 資 本 に よ る 占 有 体 制

年 ： ヘ ン リ ー 世 は 、 宗 教 改 革 （ 国 王 至 上 権 ） に よ っ て 、 絶

対 王 政 と 重 商 主 義・植 民 地 政 策 の 財 政 的 基 盤 を 固 め る 。（ ロ ー マ 教 皇

に 納 め ら れ て い た 教 会 税 も 、解 散 し た 修 道 院 の 土 地 も 国 王 の も の に 。）

年 ス ペ イ ン 無 敵 艦 隊 を 撃 破 し 、 公 海 上 の 覇 権 を 獲 得 。

年 ク ロ ン ウ ェ ル 航 海 法 で 中 継 貿 易 か ら オ ラ ン ダ 人 を 排 除 。

 イ ギ リ ス 資 本 に よ る 植 民 地 と の 交 易 の 独 占 体 制 （ 重 商 主 義 ・ 植 民



地 体 制 ） を 築 き あ げ る 。

          ⇓  
○1640 年 か ら 1 7 7 0 年 ま で に 輸 出 量 で 6 ~ 7 倍 、 輸 入 に い た っ て は そ

れ 以 上 の 発 展 を 遂 げ 、 貿 易 相 手 国 も ヨ ー ロ ッ パ 内 の 地 域 か ら 非 ヨ ー

ロ ッ パ 地 域 へ と 一 挙 に 広 め ､｢商 業 革 命 ｣を 達 成 す る の で あ る 。

（ ４ ） 文 化 的 ヘ ゲ モ ニ ー と し て の 「 紳 士 道 」  

 資 本 主 義 の 現 代 社 会 代 に お い て も イ ギ リ ス を 「 『 紳 士 』 の 国 」 と

呼 ぶ な ど 、「 紳 士 」の ダ ン デ ィ ズ ム に 憧 れ る 人 々 が 未 だ に 存 在 す る 。

こ れ は 、ジ ェ ン ト リ ー が「 名 士 ジ ェ ン ト ル マ ン 」の 理 念 を 創 り 上 げ 、

工 業 化 が 進 む １ ８ ・ １ ９ 世 紀 に ま で 自 ら の 支 配 権 を 維 持 し 続 け て き

た か ら で あ る 。 小 林 章 夫 氏 に よ れ ば 、  

「 『 紳 士 』 に は 紳 士 に ふ さ わ し い 生 き 方 （ ＝ 『 紳 士 道 』 ） が あ る こ

と を 吹 聴 し た 。そ れ は 、『 騎 士 道 』に 由 来 し 、身 分 と し て の『 騎 士 』

が 曖 昧 と な り 『 ジ ェ ン ト リ ー 』 階 層 に 含 ま れ る 過 程 で 、 『 騎 士 道 』

も 『 紳 士 道 』 へ と 変 化 し 、 名 士 ＝ ジ ェ ン ト ル マ ン の 理 念 が 創 り 出 さ

れ た の で あ る 。 」 （ 『 イ ギ リ ス 紳 士 の ユ ー モ ア 』 ）   

騎 士 道 ： 何 事 に 対 し て も 勇 気 と 正 直 と を も っ て あ た り 、 思 い や り と

礼 儀 正 し さ を 大 事 に し 、 一 朝 こ と あ ら ば 、 真 っ 先 に 戦 場 に 駆 け つ け

る 義 務 感 （ ノ ー ブ レ ス ・ オ ブ リ ー ジ ュ ） を 大 切 に し た 。  

紳 士 の 生 活 ： 田 舎 に 住 み 、 表 面 的 な 飾 り よ り は 実 質 を 大 事 に し 、 何

事 に も 自 然 に 振 る 舞 い 、 大 ら か な ユ ー モ ア と 愚 直 と 思 え る よ う な 正

直 さ を 兼 ね 備 え た 「 カ ン ト リ ジ ェ ン ト ル マ ン 」 。 ス ポ ー ツ で 身 体 を

鍛 え 、フ ェ ア ･プ レ ー の 精 神 を こ と さ ら 吹 聴 し 、時 折 、そ れ で も 都 会

の 空 気 を 吸 っ て 、 悠 々 た る 態 度 で 日 々 を 過 ご し た 。 （ 同 ）

(５ ) 商 業 革 命 → 変 貌 す る 農 村 の 生 産 関 係  
ジ ェ ン ト リ ー は 、 村 落 共 同 体 の 「 父 （ ＝ 家 父 長 ） 」 と し て 、 君 臨

し 、 農 民 と の 間 に 主 従 関 係 を 築 き 維 持 し て き た 。 多 く の 使 用 人 を グ

レ ー ト ハ ウ ス と 言 わ れ る 屋 敷 内 に 住 ま わ せ 、 我 が 子 の 教 育 も 大 学 教

授 な み の 人 物 を 家 庭 教 師 と し て 住 ま わ せ て い た 。 （ 一 方 学 者 に と っ

て も ジ ェ ン ト リ ー が 保 有 す る 書 籍 が 魅 力 ）  

 し か し 、 商 業 革 命 の 進 行 は 、 地 主 の 農 業 経 営 を 圧 迫 す る よ う に な

り 、 中 小 地 主 は 没 落 し 、 大 地 主 は 国 債 や 植 民 地 へ の 投 資 の 利 子 に よ

っ て （ 農 業 収 入 で は な く ） 冨 を 蓄 え る 。  



 没 落 地 主 の 土 地 は 、 ① 大 地 主 （ ジ ェ ン ト リ － ） が 購 入 、 ② 「 成 り

上 が り 者 」 か ら 「 名 士 の 家 柄 」 を も と め る ブ ル ジ ョ ア ジ ー が 買 い 取

り 「 新 ジ ェ ン ト リ ー 」 へ と 引 き 継 が れ る 。  

 大 地 主 は 広 大 化 し た 土 地 を 借 地 農 業 経 営 者 に 貸 し 付 け 、 地 代 や 利

息 収 入 を 主 と す る よ う に な り 、 多 く の 使 用 人 は （ 一 部 を 除 い て ） 解

雇 さ れ た 。 一 方 で 、 新 興 ブ ル ジ ョ ア ジ ー を も ジ ェ ン ト リ ー 「 階 級 」

に 取 り 込 む こ と に 成 功 す る 。

Ⅲ  パブリック・スクール

（ １ ）「 パ ブ リ ッ ク ・ ス ク ー ル 」 っ て 、 有 名 私 学 ！ ？

サ ッ カ ー（ ）や ラ グ ビ ー（ ）の 誕 生 に 深 く 関 わ っ た ラ グ ビ

ー 校 や イ ー ト ン 校 は 、 パ ブ リ ッ ク ・ ス ク ー ル の な か で も ザ ・ ナ イ ン

ズ と 呼 ば れ る 有 名 私 立 校 だ ！ っ て こ と 、 ご 存 じ で す か ？

「 パ ブ リ ッ ク 」 だ か ら 、 公 立 で し ょ う ！ と 、 思 わ れ る 方 も 多 い よ う

で 、 年 の 同 志 会 滋 賀 大 会 の サ ッ カ ー 分 科 会 で も そ う 思 わ れ て い

る 会 員 が い ま し た 。

「 パ ブ リ ッ ク ・ ス ク ー ル 」 の 起 源 は 中 世 の グ ラ マ ー ス ク ー ル に 遡 る

が 、 こ れ ら の 学 校 の 中 で 王 侯 貴 族 や 金 持 ち の 基 金 を も と に し た 学 校

が あ ら わ れ 、 こ れ ら の 基 金 立 学 校 は 詳 細 な 規 則 の も と に 運 営 さ れ て

お り 、 一 定 数 の 貧 し い 家 庭 の 子 弟 を 無 償 ま た は 安 い 授 業 料 で 入 学 さ

せ る こ と を 義 務 づ け て い た 。」（ 修 道 士 養 成 ＝ た の ス ポ 月 合

併 号 の 拙 稿 ）

 こ の 「 公 的 な 義 務 」 か ら 「 パ ブ リ ッ ク 」 ス ク ー ル と 呼 ぶ よ う に な

っ た よ う で す 。 イ ギ リ ス に は 大 雑 把 な 表 現 も 多 く 、 中 世 の フ ッ ト ボ

ー ル も そ の 一 つ で 、 当 時 足 よ り も 手 の 方 が 主 で あ っ た の に 「 フ ッ ト

ボ ー ル 」 と 呼 ん で い る の も そ の 例 で す 。

（ ２ ） パ ブ リ ッ ク ・ ス ク ー ル の 建 設 ラ ッ シ ュ  
 商 ・ 工 業 の 発 達 に よ る イ ン フ レ の 進 行 は 、 基 金 立 学 校 と し て 発 足

し た パ ブ リ ッ ク ・ ス ク ー ル の 経 費 超 過 を 招 き 、 そ の 改 善 の た め に 私

費 制 を と る こ と に な っ た 。１ ６ 世 紀 に は も う 私 費 制 の 方 が 多 く な り 、

１ ７ 世 紀 に は こ れ ま で 邸 宅 に 家 庭 教 師 を 雇 っ て 教 育 し て い た 貴 族 や

ジ ェ ン ト リ ー （ 地 主 階 級 ） が 子 弟 を こ れ ら の 学 校 に 行 か せ 始 め る よ

う に な り 、 パ ブ リ ッ ク ・ ス ク ー ル は 上 流 階 級 の た め の 学 校 と 変 貌 す



る の で あ る （ ス ポ ー ツ の 雑 学 Ⅱ 参 照 ）。

 一 方 で 、購 入 で き る 土 地 も な く な り 、「 エ セ・ジ ェ ン ト ル マ ン 」獲

得 手 段 は 、「 パ ブ リ ッ ク ・ ス ク ー ル 」 へ と 移 行 し 、 １ ９ 世 紀 に な

る と 、 産 業 ブ ル ジ ョ ア ジ や 専 門 職 が 増 え 、 既 存 校 を モ デ ル に し た 寄

宿 制 の 学 校 が 空 前 の ブ ー ム と な る 。 ラ グ ビ ー 校 校 長 ト マ ス ・ ア ー ノ

ル ド は 、 中 流 階 級 の 人 び と の 求 め に 応 じ て 彼 ら の 子 弟 の 多 く を ラ グ

ビ ー 校 に 受 け 入 れ 、 貴 族 の 子 弟 の 入 学 を 断 っ た の で あ る 。  

（ ３ ） フ ッ ト ボ ー ル ・ ル ー ル の 成 文 化 第 １ 号 は ラ グ ビ ー 校  

1 8 6 3 年 に フ ッ ト ボ ー ル・ア ソ シ エ ー シ ョ ン（ F A＝ サ ッ カ ー 協 会 ）が

結 成 さ れ 、 近 代 ス ポ ー ツ と し て の サ ッ カ ー が 誕 生 す る 。 そ の 契 機 は

1 8 4 5 年 の ラ グ ビ ー 校 に よ る フ ッ ト ボ ー ル ・ ル ー ル の 成 文 化 で あ る 。 

 下 記 が 1 9 世 紀 中 頃 の 諸 団 体 に よ る ル ー ル 成 文 化 の 推 移 で あ る 。

ど う し て 成 文 化 の 主 体 は パ ブ リ ッ ク ・ ス ク ー ル な の か ？ な ぜ 、 ラ グ

ビ ー 校 が 第 １ 号 な の か ？ こ れ は 偶 然 で は な い の で あ る 。  

フ ッ ト ボ ー ル ・ ル ー ル の 成 文 化 の 年 代  

学 校 ・ ク ラ ブ 名  年  代  学 校 ・ ク ラ ブ 名  年  代  
ラ グ ビ ー 校  １ ８ ４ ５  シ ェ フ ィ ー ル ド ク ラ ブ  １ ８ ５ ７  

イ ー ト ン 校  １ ８ ４ ７  ア ッ ピ ン ガ ム 校  １ ８ ５ ９  

ケ ン ブ リ ッ ジ 大 学  １ ８ ４ ８  チ ャ ー タ ー ハ ウ ス 校  1 8 6 0 年 代  

ハ ロ ー 校  １ ８ ５ ３  ウ ィ ン チ ェ ス タ ー 校  １ ８ ６ ３  

ウ ェ ス ト ミ ン ス タ ー 校  1 8 5 0 年 代  フ ッ ト ボ ー ル ク ラ ブ  １ ８ ６ ３  

中 村 敏 雄 「 ス ポ ー ツ の ル ー ル 学 へ の 序 章 」 ｐ ９ ９ （ I . R モ ア に よ る ） か ら  

（ ４ ） 暴 力 事 件 が 多 発  ス ク ー ル 改 革 へ  

 1 9 世 紀 の 初 頭 に は 、寄 宿 制 の ス ク ー ル 内 で 生 徒 間 の 暴 力 事 件 が 多

発 し て い た 。 原 因 と 考 え ら れ る の は 、 ① ス ク ー ル 内 の 慣 行 （ ＝ 上 級

生 が 監 督 生 と し て 寮 の 自 治 、 生 徒 会 の 運 営 権 を 持 っ て お り 、 ま た 、

下 級 生 は 上 級 生 の 身 の 回 り の 世 話 を す る と い う「 プ リ フ ェ ク ト 制 度 」

も あ り ） が 、 上 級 生 に よ る 下 級 生 イ ジ メ の 温 床 に も な っ て い た 。 ②

1 9 世 紀 に 急 増 し た 寄 宿 制 の 学 校 の 質 の 低 下 で 、学 校 内 の 秩 序 が 保 た

れ な く な っ た 。  

 貴 族 ・ ジ ェ ン ト リ ー ： 「 将 来 の 指 導 者 、 植 民 地 に お け る 総 督 等 に

成 る た め の 訓 練 の 場 」 と し て ・ ・ ・ 容 認  



 ブ ル ジ ョ ア ジ ー ： 時 代 遅 れ 、 秩 序 あ る 社 会 の 成 員 と 成 る た め に も

ス ク ー ル 改 革 を 要 望 。  

学 校 改 革 を 最 初 に 行 っ た の は 、 ブ ル ジ ョ ア ジ ー の 師 弟 を 受 け 入 れ

て い た ラ グ ビ ー 校 の ア ー ノ ル ド 校 長 で あ っ た 。  

 

Ⅳ  フットボール・ルールの成文化  
 
（ １ ） ラ グ ビ ー 校 校 長 ア ー ノ ル ド の 学 校 改 革  
 パ ブ リ ッ ク ･ス ク ー ル に お い て 最 初 に 改 革 に 乗 り 出 し た の は 、

ラ グ ビ ー 校 の ト マ ス ・ ア ー ノ ル ド で あ っ た 。 山 本 浩 氏 は 、 「 ア ー

ノ ル ド が 行 っ た の は 、 プ リ フ ェ ク ト 制 度 を 正 式 に 認 め 、 み ず か ら

最 上 級 生 の 中 か ら 監 督 生 に ふ さ わ し い 生 徒 た ち を 選 ん で 任 命 し 、

彼 ら に 監 督 生 と し て の 責 任 を 自 覚 さ せ た こ と で あ っ た 。 そ の 結

果 、自 覚 を 促 さ れ た 監 督 生 と 最 上 級 生 全 体 は 学 校 内 で エ リ ー ト 的

存 在 に な り 、 下 級 生 に 対 し 『 ク リ ス チ ャ ン ・ ジ ェ ン ト ル マ ン 』 と

し て の 道 徳 的 模 範 を 示 す よ う に な っ た 」（ フ ッ ト ボ ー ル の 文 化 史 ）と 、

述 べ て い る 。  
 ま た 、 ア ー ノ ル ド は 、 改 革 を 進 め る 過 程 で 、 「 団 体 ス ポ ー ツ 」

の 有 用 性 に 着 眼 し 、生 徒 た ち が 遊 ん で い る「 乱 暴 な フ ッ ト ボ ー ル 」

を き ち ん と 組 織 さ れ た 団 体 「 ス ポ ー ツ 」 に 改 良 す る こ と で 、 生 徒

た ち の 人 格 陶 冶 に 役 立 て よ う と し た の で あ る 。  
 ラ グ ビ ー 校 の 教 師 た ち は 、 上 級 生 の 手 を 通 し て 、 フ ッ ト ボ ー ル

を 秩 序 あ る ス ポ ー ツ に つ く り か え さ せ よ う と し た 。そ し て 1 8 4 5 年

に 三 人 の 生 徒 に よ っ て 、 最 初 の 成 文 化 さ れ た ル ー ル が つ く ら れ

た 。  

（ ２ ） 成 文 化 さ れ た 二 つ の ル ー ル の 「 ね じ れ 現 象 」

世 論 に 押 さ れ 、 イ ー ト ン 校 も 学 校 改 革 に 取 り 組 み 、 フ ッ ト ボ ー ル

の ル ー ル の 成 文 化 を 行 う 。  
下 記 の 表 は ラ グ ビ ー 、 イ ー ト ン 両 校 の 1 8 0 0 年 当 時 の 生 徒 の 遊

び と し て 行 わ れ て い た フ ッ ト ボ ー ル の ル ー ル と 成 文 化 さ れ た ル

ー ル を 比 較 し た も の で あ る 。 （ 次 ペ ー ジ ）



 

（ ３ ）  ね じ れ 現 象 の な ぞ を 推 測 す る ！ ラ グ ビ ー 校 の 場 合  
ラ グ ビ ー 校 が フ ッ ト ボ ー ル の ル ー ル の 成 文 化 過 程 に お い て 、ラ  

ン ニ ン グ イ ン の 「 禁 止 」 か ら 「 容 認 」 へ の 変 更 の 意 図 は 容 易 に 推

測 で き る 。『 手 で ボ ー ル を 扱 う こ と の で き る フ ッ ト ボ ー ル の 方 が 、

「 勇 敢 さ 」 ｢不 屈 の 精 神 ｣「 「 無 私 の 献 身 」 「 チ ー ム ワ ー ク 」 を 必

要 と す る の で 生 徒 た ち の 訓 練 に ふ さ わ し い 」と 考 え た の で あ ろ う

と 。  
フ ッ ト ボ ー ル の 成 文 化 は 、 そ も そ も パ ブ リ ッ ク ・ ス ク ー ル の 教

育 改 革 の 過 程 で う ま れ て き た も の で あ り 、生 徒 の 心 身 の 鍛 練 の た

め に ル ー ル も 変 更 さ れ て き た の で あ っ て 、そ の 意 味 で は ラ グ ビ ー

校 の 変 更 の 流 れ が 本 流 と 言 え る 。1 9 世 紀 後 半 の パ ブ リ ッ ク・ス ク

ー ル に お い て は 、ラ グ ビ ー 校 方 式 の ル ー ル を 採 用 す る 学 校 が 多 か

っ た こ と が そ れ を 物 語 っ て い る 。 （ 資 料 略 ）  

年 当 時 の フ ッ ト ボ ー ル ・ ル ー

ル

成 文 化 ル ー ル

ラ

グ

ビ

ー

校

・ ゴ ー ル ラ イ ン に 下 級 生 を 並 べ

る

・ ラ ン ニ ン グ イ ン （ ボ ー ル を 抱

え て 走 る ） は 禁 止   

・ ハ ッ キ ン グ は 茶 飯 事

・ 暴 力 の 比 重 の 減 少

・ オ フ サ イ ド 、 ス ク ラ

ム の 定 義 は 曖 昧

・ ラ ン ニ ン グ イ ン は 容

認

（ 現 在 の ラ グ ビ ー へ ）

 

イ

ー

ト

ン

校

・ 種 類 の フ ッ ト ボ ー ル （ ウ ォ

ー ル ゲ ー ム は 略 ）

・ 広 い 運 動 場 の 四 隅 の 旗 を 立

て 、 タ ッ チ ラ イ ン は な し

・ プ レ ー の 中 心 は ロ ン グ キ ッ ク と

ス ク ラ ム 。

・ ２本 の柱 の間 に蹴 り込 めば得 点 。ま

たは、ゴールラインの向 こう側 の地 面 に

ボールを抱 えてタッチするとゴールをね

らって蹴 ることができる

（ 現 在 の ラ グ ビ ー に 似 て い る ）

・ ラ ン ニ ン グ イ ン の 禁 止

・ ゴ ー ル は ク ロ ス バ ー の

下 で ゴ ー ル ポ ス ト の 間 を

通 す

（ ま る で 現 在 の サ ッ カ

ー ）



で は 、な ぜ イ ー ト ン 校 は「 逆 流 」的 な ル ー ル 改 革 を 行 っ た の か ？  
 

（ ４ ） イ ー ト ン 校 、 な ぜ 逆 流 の ル ー ル へ  
1 8 0 0 年 当 時 の イ ー ト ン 校 の フ ッ ト ボ ー ル・ル ー ル は ラ ン ニ ン グ イ  

ン を 容 認 し た も の で あ っ た 。 そ れ は 、 「 強 靱 な 身 体 づ く り 」 に う っ

て つ け の ル ー ル で あ っ た は ず で あ る 。 何 故 、 身 体 の 接 触 プ レ ー の な

い キ ッ ク 主 体 の ル ー ル に 変 え た の で あ ろ う か 。 山 本 浩 氏 は 「 ･･イ ー

ト ン ・ コ レ ッ ジ は ･･二 番 目 に 古 い 名 門 校 で あ り 、 生 徒 た ち は 貴 族 や

ジ ェ ン ト リ ー と い っ た 上 流 階 級 の 子 弟 が 中 心 で あ っ た 。･･ラ グ ビ －・

ス ク ー ル は ･･他 に 先 駆 け て 改 革 を 断 行 し 、多 く の パ ブ リ ッ ク ･ス ク ー

ル の 改 革 の モ デ ル と な っ た だ け で な く 、 ･･新 興 の 中 流 階 級 の 子 弟 を

多 く 受 け 入 れ て い た 」 「 ･･歴 史 を も つ 名 門 パ ブ リ ッ ク ・ ス ク ー ル で

あ る イ ー ト ン ・ コ レ ッ ジ の 側 に ラ グ ビ ー ・ ス ク ー ル へ の 対 抗 意 識 が

強 く あ り 、 そ の 意 識 が ラ グ ビ ー ・ ス ク ー ル と は 異 な る フ ッ ト ボ ー ル

を も た せ る こ と に な っ た よ う で あ る 。」（ フ ッ ト ボ ー ル の 文 化 史 ） と 、

述 べ て い る 。  

 

（ ３ ）  ル ー ル づ く り に 込 め ら れ た ジ ェ ン ト リ ー の 願 い  
ラ グ ビ ー 、 イ ー ト ン 両 校 だ け で な く 、 多 く の パ ブ リ ッ ク ・ ス ク  

ー ル や 新 し い 寄 宿 制 の 学 校 で の 学 校 改 革 の 取 り 組 み は 、ラ ン ニ ン

グ イ ン を め ぐ る 相 違 点 は あ っ て も 、 幾 つ か の 共 通 点 を も っ て い

た 。  
 そ れ は 、フ ッ ト ボ ー ル の ル ー ル づ く り と そ の 成 文 化 は 生 徒 自 ら

の 力 で 行 う こ と が 重 視 さ れ 、作 成 さ れ る ル ー ル に お い て 強 調 さ れ

た の は フ ェ ア プ レ ー の 精 神 で あ っ た こ と で あ る 。  
 こ れ ら は 、 ジ ェ ン ト リ ー た ち の 「 我 が 子 の 人 格 形 成 へ の 願 い 」

（ ＝ 『 体 ・ 知 ・ 徳 』 を 兼 ね 備 え た 人 間 に 育 つ こ と ） が 込 め ら れ て い

る 。  

 基 礎 学 力 を 軽 視 す る 我 が 国 の 教 育 政 策 が 恥 ず か し く 思 え て な ら な

い 。  
 

Ⅴ⑱  統一ルールづくり  
 
（ １ ） 統 一 ル ー ル づ く り の １ 番 手 は ケ ン ブ リ ッ ジ 大  
 ル ー ル の 統 一 化 へ の 試 み が 、何 故 ケ ン ブ リ ッ ジ 大 で 始 ま っ た の



か ？ そ の わ け は 以 下 の よ う に 推 測 で き る 。  
①  資 本 の 原 始 的 蓄 積（ 農 村 分 解 ）の 進 行 で 、中 世 以 来 フ ッ ト ボ ー  
ル を 担 っ て き た 農 村 に お け る 共 同 体 が 崩 れ 、民 衆 に よ る フ ッ ト ボ

ー ル が 廃 れ て 、 パ ブ リ ッ ク ・ ス ク ー ル の 生 徒 の 遊 び と し て 残 っ て

い た 。  
②  学 校 改 革 の 過 程 で フ ッ ト ボ ー ル が「 人 づ く り 」の 手 段 と し て 活  
用 さ れ 「 ル ー ル の 成 文 化 が 進 め ら れ た 。  
③  学 校 改 革 の た め の フ ッ ト ボ ー ル な の で 対 外 試 合 を 念 頭 に お い  
て い な か っ た 。  
④  各 パ ブ リ ッ ク・ス ク ー ル の 卒 業 生 が オ ッ ク ス フ ォ ー ド 大 や ケ ン

ブ リ ッ ジ 大 へ 進 ん だ と き 、 ル ー ル の 統 一 が 必 要 に な っ た 。 と 、 
考 え ら れ る 。  
 し か し 、 ケ ン ブ リ ッ ジ 大 に お い て 1 8 4 8 年 に ル ー ル の 統 一 化 が

な さ れ て い る が 、 な ぜ 、 オ ッ ク ス フ ォ ー ド 大 で は 行 わ れ な か っ た

の か ？ わ か ら な い ！  
 

（ ２ ） 最 初 の 統 一 ル ー ル ＝ ケ ン ブ リ ッ ジ ・ ル ー ル が で き る 過  
 程  

○ 1 8 3 9 年 に ア ト サ ・ ベ ル と い う 学 生 が ラ グ ビ ー 校 出 身 の 学 生 を

集 め て 最 初 の フ ッ ト ボ ー ル ・ ク ラ ブ を 組 織 し て い る 。 ラ グ ビ ー 校

の 最 初 の 成 文 化 （ 4 5 年 ） 以 前 の 3 9 年 の 時 点 で も 既 に ラ ン ニ ン グ

イ ン を 認 め る ル ー ル で あ っ た よ う で あ る 。  
○  出 身 校 ご と に ル ー ル が 異 な り 、 ケ ン ブ リ ッ ジ 大 内 で は 混 乱 を

招 く こ と が 多 か っ た よ う だ が 、イ ー ト ン 校 式 を 支 持 す る 学 生 と ラ

グ ビ ー 校 式 を 支 持 す る 学 生 と の 対 立 が 鮮 明 に な っ て い っ た 。  
○ 双 方 の 決 定 的 な 相 違 点 は 、 ラ ン ニ ン グ ･イ ン （ ハ ッ キ ン グ も ）

を 認 め る か 否 か で あ る が 、4 0 年 代 後 半 に は 、ラ グ ビ ー 校 式 に 対 し

て 「 長 々 と 続 く ス ク ラ ム 」 や 「 相 手 プ レ ー ヤ ー の 脛 を 蹴 り 上 げ る

行 為 」へ の 批 判 が イ ー ト ン 校 支 持 派 か ら 出 さ れ る よ う に な っ て い

た 。  

（ ３ ） ケ ン ブ リ ッ ジ ・ ル ー ル は 現 在 サ ッ カ ー の 元 祖  
○ 1 8 4 8 年 に イ ー ト ン ・ ハ ロ ー 、 ラ グ ビ ー な ど の パ ブ リ ッ ク ・ ス

ク ー ル 6 校 の 卒 業 生 二 名 ず つ と 、 パ ブ リ ッ ク ・ ス ク ー ル の 卒 業 生

で な い 二 名 の 計 十 四 名 で 妥 協 点 を 探 る た め の 「 委 員 会 」 が つ く ら



れ た 。  
○ 話 し 合 い に よ る 調 整 は 難 航 し た が 、パ ブ リ ッ ク・ス ク ー ル の 卒

業 生 で な い 二 人 の 委 員 の リ ー ド で 決 着 を み る 。 こ れ が 「 ケ ン ブ リ

ッ ジ ・ ル ー ル 」 と 呼 ば れ る も の で 、 フ ッ ト ボ ー ル の 歴 史 上 重 要 な

意 味 を も つ も の で あ る 。  
○ 1 8 4 8 年 の 「 ケ ン ブ リ ッ ジ ・ ル ー ル 」 を 書 き 留 め た も の は 現 存

し て い な い が 、 ど の よ う な 内 容 で あ っ た の か は 知 ら れ て お り 、 主

な 点 は 、 ① ハ ッ キ ン グ や ト リ ッ ピ ン グ は 禁 止 。 ② キ ャ ッ チ し た ボ

ー ル を 蹴 る こ と は 許 さ れ た が 、 ボ ー ル を 抱 え て 走 る （ ラ ン ニ ン グ

イ ン ） こ と は 認 め ら れ な か っ た 。 ③ 手 で ボ ー ル に 触 れ る の は 、 蹴

ら れ た ボ ー ル を フ ェ ア キ ャ ッ チ す る 場 合 と ボ ー ル を 止 め る 場 合

だ け で あ り 、 こ れ 以 外 は 一 切 認 め な い 。  
○  ラ グ ビ ー ス ク ー ル 卒 業 生 た ち は 自 分 達 の フ ッ ト ボ ー ル に 固 執

し た し 、同 大 学 内 で は 他 の ル ー ル に よ る フ ッ ト ボ ー ル も 行 わ れ た

が 、1 8 4 8 年 の「 ケ ン ブ リ ッ ジ・ル ー ル 」は 、次 第 に 受 け 入 れ ら れ 、

大 学 内 の コ レ ッ ジ 対 抗 試 合 な ど が 行 わ れ る よ う に な っ て い っ た 。  

（ ４ ） パ ブ リ ッ ク ・ ス ク ー ル O B に よ る ク ラ ブ ・ ハ ウ ス  
○大 学 を 出 て 社 会 人 に な っ た 者 の な か に は 、 社 会 に 出 て か ら も 引

き 続 き フ ッ ト ボ ー ル を 楽 し み た い と 思 い 、同 好 の 士 を 募 り ク ラ ブ

を 組 織 す る よ う に な る 。  
○ 自 費（ 会 費 ）で グ ラ ウ ン ド や ク ラ ブ・ハ ウ ス を 設 け 、同 好 な 者

た ち の 社 交 の 場 と も な っ た 。  
○ 多 く の ク ラ ブ は 、同 一 の パ ブ リ ッ ク・ス ク ー ル の 卒 業 生 に よ っ

て 組 織 さ れ た も の も が 多 く 、 こ れ ら の ク ラ ブ は 、 「 オ ー ル ド ・ ボ

ー イ ズ ・ ク ラ ブ 」 と 総 称 さ れ た 。  

Ⅵ  F.A .の誕生  
 
（ １ ）   フ ッ ト ボ ー ル の 普 及  
○ 交 通 の 発 達 も あ り 、 フ ッ ト ボ ー ル は 地 方 へ も 伝 わ り 、 1 9 世 紀

後 半 に は パ ブ リ ッ ク ・ ス ク ー ル や 大 学 だ け の も の で は な く な り 、

よ り 広 範 な 人 び と の あ い だ へ 普 及 し て い く 。  
○ イ ン グ ラ ン ド 中 部 の 都 市 シ ェ フ ィ ー ル ド で 、ク リ ケ ッ ト・ク ラ

ブ の 一 部 の メ ン バ ー が 集 ま っ て 、1 8 5 7 年 に シ ェ フ ィ ー ル ド・フ ッ



ト ボ ー ル ・ ク ラ ブ （ 運 営 委 員 は パ ブ リ ッ ク ・ ス ク ー ル の 卒 業 生 で

は な い ） が つ く ら れ て い る 。  
○ 1 8 6 2 年 に は ロ ン ド ン の 緑 地 で フ ッ ト ボ ー ル を 楽 し ん で い た 人

び と に よ っ て バ ー ン ズ ・ フ ッ ト ボ ー ル ・ ク ラ ブ が つ く ら れ 、 こ の

頃 に は 、 ロ ン ド ン 南 郊 の シ ド ナ ム で ク リ ス タ ル ･パ レ ス の 従 業 員

た ち に よ っ て 「 ク リ ス タ ル ・ パ レ ス 」 と い う チ ー ム が 生 ま れ て い

る 。  
○ こ れ ら は 、イ ー ト ン ・ コ レ ッ ジ や ハ ロ ー ･ス ク ー ル や ケ ン ブ リ

ッ ジ 大 学 の 系 統 に 属 す る フ ッ ト ボ ー ル を 行 う ク ラ ブ で あ っ た 。  

（ ２ ） ブ ラ ッ ク ヒ ー ス ・ フ ッ ト ボ ー ル ク ラ ブ  
○ 一 方 で 、ラ グ ビ ー・ス ク ー ル 式 の フ ッ ト ボ ー ル を プ レ ー す る ク

ラ ブ も 誕 生 し た 。 最 古 の ラ グ ビ ー ・ ク ラ ブ で 現 在 も な お 有 力 な ク

ラ ブ と し て 存 続 し て い る ブ ラ ッ ク ヒ ー ス ・ フ ッ ト ボ ー ル ク ラ ブ が

1 8 6 0 年 に 誕 生 し て い る 。  
○ ハ ッ キ ン グ に つ い て は 、背 後 か ら の も の 、膝 か ら 上 へ の も の 、

ボ ー ル を 持 っ て い な い プ レ ー ヤ ー に 対 す る も の は 禁 止 さ れ た が 、

そ れ 以 外 は 認 め ら れ て い る 。 （ こ れ が 重 要 ）  
○ 他 に も 1 8 5 7 年 に リ バ プ ー ル・フ ッ ト ボ ー ル・ク ラ ブ 、1 8 6 0 年

に マ ン チ ェ ス タ ー ・ フ ッ ト ボ ー ル ・ ク ラ ブ が つ く ら れ て い る 。  
こ れ ら は 、 ラ グ ビ ー 校 出 身 者 が 故 郷 へ 戻 り 広 め た も の で あ っ た 。  

３ ） フ ッ ト ボ ー ル ・ ア ソ シ エ ィ シ ョ ン の 誕 生  
○ 各 地 に フ ッ ト ボ ー ル・ク ラ ブ が 誕 生 し 、た が い に 試 合 を す る よ

う に な る と 、 ル ー ル の 統 一 が 緊 急 な 課 題 と な っ て き た 。  
○ バ ー ン ズ ･フ ッ ト ボ ー ル ･ク ラ ブ（ ス ポ ー ツ の 雑 学 Ⅵ ㉒ 参 照 ）の

キ ャ プ テ ン で あ っ た E・C・モ ー リ ー の 呼 び か け で 、ロ ン ド ン に 所

在 す る 十 一 の フ ッ ト ボ ー ル・ク ラ ブ（ ① フ ォ レ ス ト 、② ノ ー ･ネ イ

ム ズ 、 ③ 陸 軍 省 、 ④ ク ル セ イ ダ ー ズ 、 ⑤ ク リ ス タ ル ・ パ レ ス 、 ⑥

ケ ン ジ ン ト ン ・ ス ク ー ル 、 ⑦ サ ー ビ ト ン 、 ⑧ バ ー ン ズ 、 ⑨ ブ ラ ッ

ク ヒ ー ス 、 ⑩ ブ ラ ッ ク ヒ ー ス ・ ス ク ー ル 、 ⑪ バ ー ジ ヴ ァ ル ・ ハ ウ

ス・ス ク ー ル ）が 1 8 6 3 年 1 0 月 2 6 日 に 集 ま っ た 。（ 他 に オ ブ ザ ー

バ ー と し て チ ャ ー タ ー ハ ウ ス ・ ス ク ー ル の 一 名 と 個 人 の 関 係 者 多

数 ）  そ し て 、フ ッ ト ボ ー ル ・ ア ソ シ エ ー シ ョ ン（ F・ A）の 設 立

を 決 め る 。  



○ 希 望 す る ク ラ ブ の 全 て が 加 入 で き て 、1 ギ ニ ー の 会 費 を 納 入 す

る こ と で 会 員 資 格 を 1 年 ご と に 更 新 で き る 。  

（ ４ ） F A ル ー ル 決 定 へ の モ ー リ ー の 意 図  
○ 1 1 月 2 4 日 に 開 催 さ れ た F A 特 別 会 議 に 、モ ー リ ー が 提 出 し た

1 4 条 の ル ー ル 案 は 、両 派 の 折 衷 案 。（ フ ェ ア キ ャ ッ チ 時 は ボ ー ル

持 っ て 走 っ て も 良 い が 、同 時 に 2 つ 以 上 の ラ フ プ レ ー を 重 ね る こ

と は 禁 止 。 フ ェ ア キ ャ ッ チ し た と き 、 ボ ー ル を パ ス す る こ と も 認

め て い た 。 ）  
○ し か し 、モ ー リ ー は 草 案 提 出 時 に 参 考 と し て「 ケ ン ブ リ ッ ジ・

ル ー ル 」も 出 席 者 全 員 に 配 布 し て お り 、出 席 者 の 多 く は 、モ ー リ

ー 草 案 よ り も 「 ケ ン ブ リ ッ ジ ・ ル ー ル 」 の 方 に 傾 斜 し て い っ た 。  
○ 1 2 月 8 日 の 会 議 で は 、 ラ ン ニ ン グ イ ン 、 ハ ッ キ ン グ 、 手 に よ

る パ ス も 認 め な い か た ち に 手 直 し さ れ て い た 。  
○ ブ ラ ッ ク ･ヒ ー ス・ ク ラ ブ の 代 表 キ ャ ン ベ ル は「 ハ ッ キ ン グ こ

そ『 フ ッ ト ボ ー ル の 真 の 形 式 』で あ り ､『 も し ハ ッ キ ン グ を 廃 止 す

る な ら 、フ ッ ト ボ ー ル と い う 競 技 が も つ 勇 敢 さ と 気 力 を こ と ご と

く 奪 っ て し ま う だ ろ う 。 』 と 主 張 。  
○ こ れ に 対 し て 、草 案 提 出 者 の モ ー リ ー は「 思 慮 分 別 の あ る 年 齢

に な っ た 人 は 誰 で も 、ハ ッ キ ン グ の あ る フ ッ ト ボ ー ル な ど し な い

と 思 う 。 そ ん な フ ッ ト ボ ー ル を す る の は 、 結 局 は 学 校 の 生 徒 た ち

だ け だ ろ う 。 」 と 言 っ て ハ ッ キ ン グ 禁 止 を 支 持 し た 。 （ 「 ケ ン ブ

リ ッ ジ ・ ル ー ル 」 を 配 布 し て い た モ ー リ ー の 意 図 ）  
 

（ ５ ） 1 8 6 3 年  F A 統 一 ル ー ル  
○わ ず か １ ３ 条 の 簡 単 な ル ー ル  
○グ ラ ウ ン ド の 広 さ は 、 縦 は 最 長 で ２ ０ ０ ヤ ー ド（ 約 １ ８ ３ ｍ ）

で 、 横 は 最 長 で １ ０ ０ ヤ ー ド （ 約 ９ １ ｍ ） と 現 在 よ り か な り 広

い 。  
○ゴ ー ル は 、８ ヤ ー ド（ 約 ７ ．３ ｍ ）の 間 隔 で ２ 本 の ゴ ー ル ポ ス ト

の 間 で 、 現 在 と 変 わ っ て い な い 。 ク ロ ス バ ー は な く 、 ポ ス ト の

間 か そ の 上 空 の 通 過 で 得 点  
（ ゴ ー ル は 手 で 投 げ た り 、 ボ ー ル を 叩 い た り 、 持 ち 込 ん だ り す

る こ と な く 、 ）  
○ト ス に よ っ て コ ー ト 、キ ッ ク ・ オ フ の 選 択 で ゲ ー ム を 始 め る が 、



ゴ ー ル が 決 ま る た び に コ ー ト チ ェ ン ジ 。  
○ボ ー ル が コ ー ト 外 に 出 た と き  

タ ッ チ を 出 た と き ：   
   ゴ ー ル の ポ ス ト の 間 か そ の 上 空 を 通 過 し た と き に 認 め ら

れ る （ バ ー な し ）  
○５ 条：ス ロ ー イ ン ＝ ボ ー ル が 境 界 線 か ら タ ッ チ に 出 た と き は 、タ

ッ チ に 出 た ボ ー ル を 最 初 に 触 っ た プ レ ー ヤ ー が 、境 界 線 上

で 出 た と こ ろ か ら 境 界 線 に 対 し て 直 角 に グ ラ ウ ン ド に 投

げ 入 れ る  
○6 条：オ フ サ イ ド ＝ あ る プ レ ー ヤ ー が ボ ー ル を 蹴 っ た と き 、そ の

プ レ ー ヤ ー よ り 相 手 側 の ゴ ー ル ラ イ ン に 近 い 位 置 に い る 同 じ チ

ー ム の プ レ ー ヤ ー は 「 ア ウ ト ・ オ ブ ・ プ レ ー 」 と な る  
 

（ ６ ） Ｒ Ｆ Ｕ の 結 成 と ル ー ル  上 流 階 級 の セ ク ト 問 題  
Ｆ Ａ を 脱 退 し た ラ グ ビ ー 校 式 フ ッ ト ボ ー ル の ク ラ ブ は 、1 8 7 1 年

1 月 2 6 日 に 二 十 一 の ク ラ ブ で Ｒ Ｆ Ｕ （ ラ グ ビ ー ・ フ ッ ト ボ ー ル ・

ユ ニ オ ン ） を 結 成 し た 。  
同 年 6 月 2 2 日 に 5 9 箇 条 か ら な る ル ー ル を 決 定 し た 。（ Ｆ Ａ は

1 3 箇 条 ）  
特 筆 す べ き は 、 「 ハ ッ キ ン グ 」 と 「 ト リ ッ ピ ン グ 」 が 禁 止 さ れ

て い る こ と で あ る 。ブ ラ ッ ク ･ヒ ー ス・ク ラ ブ の 代 表 キ ャ ン ベ ル が

Ｆ Ａ の 脱 退 時 に 述 べ た 文 言 は「 ハ ッ キ ン グ こ そ『 フ ッ ト ボ ー ル の

真 の 形 式 』で あ り ､『 も し ハ ッ キ ン グ を 廃 止 す る な ら 、フ ッ ト ボ ー

ル と い う 競 技 が も つ 勇 敢 さ と 気 力 を こ と ご と く 奪 っ て し ま う だ

ろ う 。 』 で 、 あ っ た に も か か わ ら ず ！  
こ れ は ！ 社 会 状 況 の 変 化 が ！  

①  一 外 科 医 か ら の タ イ ム ス 紙 へ の 投 書  
ラ グ ビ ー ・ ス ク ー ル で 行 わ れ た フ ッ ト ボ ー ル の 試 合 で の 怪 我 人

の リ ス ト を 示 し 、「 こ れ ら の 怪 我 の ほ と ん ど は ハ ッ キ ン グ に よ る

も の 」 と 主 張 。  
こ の 投 書 が ロ ン ド ン の い ろ い ろ な 新 聞 に 転 載 さ れ 、ハ ッ キ ン グ

へ の 批 判 が 強 ま っ た 。  

②  リ ッ チ モ ン ド ・ ク ラ ブ の 練 習 中 に 一 人 の プ レ ー ヤ ー が 死 亡 。  
こ れ ら の 状 況 下 で 、ル ー ル 変 更 を 余 儀 な く さ れ た こ と に よ る と 考

え ら れ る 。   



Ｆ Ａ の 幹 事 は 生 粋 の ジ ェ ン ト リ （ 地 主 層 ） で あ る 。 Ｒ Ｆ Ｕ の 幹

事 は ジ ェ ン ト リ ー の な か で は 比 較 的 新 し い 勢 力（ 新 興 ブ ル ジ ョ ア

ジ ー が 土 地 を 購 入 し て 新 ジ ェ ン ト リ ー に 成 り 上 が っ た 地 主 ）で あ

る 。 に も 関 わ ら ず 、 プ ロ 化 容 認 問 題 や フ ッ ト ボ ー ル の ル ー ル に お

い て は 、Ｒ Ｆ Ｕ の 方 に 上 流 階 級 と し て の セ ク ト 主 義 が 強 い の は な

ぜ か ？ 次 回 か ら は 両 組 織 の ル ー ル 等 の 変 遷 を 比 較 し な が ら 考 察

し た い 。


